
多摩大学 寺島実郎監修リレー講座

現代世界解析講座ⅩⅨ第1回 10月　8日（木） 寺
テラシマ
島  実

ジツロウ
郎 多摩大学 学長

（一財）日本総合研究所 会長 「2026年秋という時代認識」

第2回 10月 15日（木） 酒
サ カ イ
井  啓

ケ イ コ
子 千葉大学国際高等研究基幹 特任教授 「中東の地殻変動：続くイスラエル一強とペルシア湾の動乱」

第3回 10月 22日（木） 畠
ハタケヤマ
山  澄

ス ミ コ
子 国際交流NGOピースボート 共同代表 「核兵器のない世界へ：市民にできること」

第4回 10月 29日（木） 白
シラ イ
井 さゆり 慶應義塾大学総合政策学部 教授

アジア開発銀行研究所 フェロー
「世界経済の大転換と日本の選択
　―円安・米中対立・アジアのサプライチェーン再編をどう読むか―」

第5回 11月　5日（木） 川
カワムラ
村  秀

ヒデノリ
憲 北海道大学大学院情報科学研究院

情報理工学部門 複合情報工学分野 教授 「人工知能の未来　ChatGPTを超えて」

第6回 11月 12日（木） 金
キム
　 美

ミ ト ク
徳 多摩大学経営情報学部・大学院経営情報学研究科 教授 「中国・ロシア・イラン・北朝鮮連携（CRINK）の台頭と朝鮮

半島地政学の変容」

第7回 11月 19日（木） 寺
テラシマ
島  実

ジツロウ
郎 多摩大学 学長

（一財）日本総合研究所 会長 「歴史の鏡を磨く思考から見えてくるもの」

第8回 11月 26日（木） 宮
ミヤモト
本  純

ジュンジ
至 多摩大学経営情報学部 専任講師 「国際市場におけるジャパン・ブランドの行方

　～「クール」は本当に刺さる戦略なのか～ 」

第9回 12月　3日（木） 家
イ エ ダ
田　 仁

ヒトシ 東京大学 名誉教授、政策研究大学院大学 シニアフェロー
事業構想大学院大学 客員教授 「インフラってなんだろう？その本質・課題と『私たち』」

第10回 12月 10日（木） 渡
ワタナベ
部  恒

ツ ネ オ
雄 笹川平和財団 上席フェロー

戦略国際問題研究所 （CSIS）非常勤研究員 「米国中間選挙とトランプ政権の行方」

第11回 12月 17日（木） 佐
サ タ カ
高　 信

マコト
評論家 「反バブルの経営者たち

　―井深大、本田宗一郎、武井正直、西村正雄、新田嘉一」

第12回 1月　7日（木） 寺
テラシマ
島  実

ジツロウ
郎 多摩大学 学長

（一財）日本総合研究所 会長 「2027年への展望 ―日本の針路」

※講師敬称略

各界の碩学を講師として迎え、
リレー講座として日本と世界が置かれた歴史的位相を多面的な視点から再検討し、
その今日的課題を解析するプログラムを構築する。

　　多摩大学　寺島実郎監修リレー講座　日程・講師　　　　　　　　　　　　　　　　＜各回木曜日 14:50 ～ 16:10 ＞

2026 年　秋学期

日　程：秋学期 全 12回
　　　　（各回木曜日 14:50 ～ 16:10）
会　場：多摩大学多摩キャンパス001教室
定　員：200名（一般募集定員）
　　　　※多摩大生同時受講
受講料：一般15,000円（全12回分）
　　　　

　　　　
多摩市および稲城市在住在勤者、
他大学学生、多摩大学後援会会員

特別割引受講料
　13,000円

【インターネットオンデマンド受講】
受講料：12,000円（全12回分）
【ライブビューイング受講】
受講料： 8,000円（全12回分）
会　場：多摩大学湘南キャンパス
定　員：80名（一般募集定員）
　　　　※多摩大生同時受講
【録画放映受講】
受講料： 8,000円（全12回分）
会　場：東京都心サテライト
定　員：25名
録画放映日・時間：原則講座開講当該週の土曜日
 　　　11：00～ 12：20

監　修：寺島実郎（多摩大学学長）
主　催：多摩大学
後　援：多摩市、多摩信用金庫
詳細情報は多摩大学ホームページをご覧下さい。

https://www.tama.ac.jp/
お問い合わせ
●多摩大学寺島実郎監修リレー講座事務局
〒206-0022 東京都多摩市聖ヶ丘4-1-1
TEL：042-337-7300　FAX：042-337-7103
Mail：relay@gr.tama.ac.jp

徒歩

湘南キャンパス

東京メトロ半蔵門線

都営新宿線

東京都心サテライト

九段下

多摩キャンパス

●京王相模原線・小田急多摩線『永山駅』バス乗り場2番、多摩大学バス停 下車（バス15分）
●京王線『聖蹟桜ヶ丘駅』バス乗り場12番、多摩大学バス停 下車（バス18分）

※ 講師の病気、事故、交通機関の乱れ、天災地変等、やむを得ず休講、講座時間を短縮する場
合があります。その際の補講は実施しない場合もありますが、受講料は秋学期リレー講座一括
のため返金は行いませんのでご了承ください。

※ お車でのご来校については、駐車場がないため公共の交通機関のご利用をお願いいたします。

湘南キャンパス（ライブビューイング会場）
●小田急江ノ島線・相模鉄道いずみ野線・横浜市営地下鉄『湘南台駅』下車（地下B・D出口から徒歩12分）

東京都心サテライト（録画放映会場）
●地下鉄東西線・半蔵門線・都営新宿線『九段下駅』下車（5番出口から徒歩3分）

講　師 ・ 日　程

寺島 実郎　　10/ 8（木）、11/19（木）、1/ 7（木）
酒井 啓子　　10/15（木）
畠山 澄子　　10/22（木）
白井 さゆり　　10/29（木）
川村 秀憲　　11/ 5（木）
金 　美徳　　11/12（木）
宮本 純至　　11/26（木）
家田 　仁　　12/ 3（木）
渡部 恒雄　　12/10（木）
佐高 　信　　12/17（木）

日程　2026年10月～2027年1月（全12回）
　　　各回木曜日 14:50 ～ 16:10
会場　多摩大学多摩キャンパス 001教室

★インターネットオンデマンド受講
★ライブビューイング受講
会場　多摩大学湘南キャンパス（神奈川県藤沢市）
★録画放映受講
会場　東京都心サテライト（東京都千代田区）

変わる世界秩序と
　歴史の条理に立つ日本の針路



笹川平和財団 上席フェロー、戦略国際問題研究所（CSIS） 非常勤研究員

現代世界解析講座ⅩⅨ　　2026 年 秋学期
変わる世界秩序と歴史の条理に立つ日本の針路

監 修

寺
テ ラ シ マ

島  実
ジ ツ ロ ウ

郎
多摩大学 学長
（一財）日本総合研究所 会長

PROFILE
北海道生まれ。1973 年早稲田大学大学院政治学研究科修士課程修
了後、三井物産入社。米国三井物産ワシントン事務所長、三井物
産戦略研究所所長、三井物産常務執行役員、早稲田大学大学院ア
ジア太平洋研究科教授等を歴任。文部科学省 日中韓大学間交流・
連携推進会議委員、経済産業省 資源エネルギー庁総合資源エネル
ギー調査会基本政策分科会委員、国土交通省 国土審議会計画推進
部会委員等、国の審議会委員も多数歴任。1994年石橋湛山賞受賞。
2010年 4月早稲田大学名誉博士学位。近著に『歴史の条理に立つ
勇気と構想－ 2045年 日本の道標』（岩波書店）。その他に、『世界
認識の再構築 17 世紀オランダからの全体知』（岩波書店）、『21世
紀未来圏 日本再生の構想－全体知と時代認識』（岩波書店）、『ダビ
デの星を見つめて 体験的ユダヤ・ネットワーク論』（NHK出版）、
『（寺島実郎監修）全 47都道府県幸福度ランキング 2024年版』（日
総研出版）、『人間と宗教 あるいは日本人の心の基軸』（岩波書店）、
『日本再生の基軸－平成の晩鐘と令和の本質的課題』（岩波書店）、
『ジェロントロジー宣言 「知の再武装」で 100 歳人生を生き抜く』
（NHK出版新書）、『ユニオンジャックの矢　大英帝国のネットワー
ク戦略』（NHK出版）、『シルバー・デモクラシー 戦後世代の覚悟
と責任』（岩波新書）、『寺島実郎 中東・エネルギー・地政学－全体
知への体験的接近』（東洋経済新報社）、『二十世紀と格闘した先人
たち－ 1900年 アジア・アメリカの興隆』（新潮文庫）、『何のため
に働くのか－自分を創る生き方」（文春新書）、『大中華圏 ネットワー
ク型世界観から中国の本質に迫る』（NHK出版）、『若き日本の肖像
－ 1900年、欧州への旅』（新潮文庫）等、著書多数。

「2026年秋という時代認識」

講 師　　寺
テ ラ シ マ

島  実
ジ ツ ロ ウ

郎
多摩大学 学長
（一財）日本総合研究所 会長

第 1 回　　2026年 10月  8日（木）

「中東の地殻変動：続くイスラエル一強とペルシア湾の動乱」
講 師　　酒

サ カ イ

井  啓
ケ イ コ

子
PROFILE
1982 年東京大学教養学部卒業後、アジア経済研究所入所。在イ
ラク大使館専門調査員、在カイロ海外調査員を歴任。2005 年東
京外国語大学教授、2012 年より千葉大学教授、2024 年より現
職。中東、イラクの現代政治が専門。著書『イラクとアメリカ』
『イラク　戦争と占領』『グローバル関係学とは何か』（岩波書店）、
『9.11 後の現代史』（講談社）、『移ろう中東、変わる日本 2012-
2015』『春はどこに行った』（みすず書房）他多数。

千葉大学国際高等研究基幹 特任教授

第 2 回　　2026年 10月 15日（木）

トランプ、習近平、プーチンという強権支配が
際立つ中で、21世紀の世界秩序の構築が静かに
進行しつつある。
その中で、日本は「埋没と沈黙」を続けるのか。
日本に問われるのは柔軟で強靭な構想力である。
日本の未来と、「大河の一滴」でもある個人の
役割、生き方を模索していきたい。

第 3 回　　2026年 10月 22日（木）

「核兵器のない世界へ：市民にできること」
講 師　　畠

ハタケヤマ

山  澄
ス ミ コ

子
PROFILE
ピースボート共同代表。ピースボートでは広島・長崎の被爆者の
証言を世界に届ける「ヒバクシャ地球一周 証言の航海」や若者
向けの教育プログラム「地球大学」などを中心に「顔の見える国
際交流」を主軸に据えた船旅のコーディネートに携わる。核軍縮
に関する国際会議に参加してきた経験から、核をめぐる国際情勢
や市民の役割についてさまざまな場で講演を行う。専門は核のグ
ローバル史、科学技術と社会論。共著に『ガザ虐殺を考える～そ
の悲痛で不条理な歴史と現状を知るために～』『殺人ロボットが
やってくる!?軍事ドローンからロボット兵器まで』。TBSサンデー
モーニングコメンテーター、東京新聞コラム「世界と舫う」。

国際交流NGOピースボート 共同代表

「人工知能の未来　ChatGPTを超えて」
講 師　　川

カ ワ ム ラ

村  秀
ヒ デ ノ リ

憲
PROFILE
2000 年 3月、北海道大学大学院工学研究科システム情報工学専
攻博士後期課程を期間短縮により修了。同年4月北海道大学助手、
2006 年准教授、2016 年より教授。1999 ～ 2000 年日本学術
振興会特別研究員（DC）、2007 ～ 2008 年同海外特別研究員と
してミシガン大学客員研究員。人工知能、マルチエージェントシ
ステム、複雑系工学、観光情報学を専門とし、関連分野の研究・
論文発表多数。観光情報学会理事。著書に『10年後のハローワー
ク』『ChatGPT の先に待っている世界』『AI 研究者と俳人 人はな
ぜ俳句を詠むのか』（共著）など。

北海道大学大学院情報科学研究院 情報理工学部門 複合情報工学分野 教授

第 5 回　　2026年 11月  5日（木）

第 4 回　　2026年 10月 29日（木）
「世界経済の大転換と日本の選択
　―円安・米中対立・アジアのサプライチェーン再編をどう読むか―」

講 師　　白
シ ラ イ

井  さゆり
PROFILE
1993 年、コロンビア大学大学院で経済学博士号（Ph.D.）を取得。同
年から 1998 年まで国際通貨基金（IMF）エコノミスト。2011 年から
2016 年 3 月まで日本銀行政策委員会審議委員を務める。現在、ア
ジア域内の金融当局・中央銀行間の情報交換と相互理解を目的とする
「ADBI‒ADB Asian Policy Dialogue for Resilience and Prosperity」
の運営に携わる。国内外の国際会議に数多く参加し、講演や討議を行っ
ている。主要メディアを通じて、世界経済、金融政策、サステナブルファ
イナンスなどについて積極的に情報発信を行っている。2026 年 7月、
『海図のない世界―白井さゆりが読み解く世界経済』（イノベーション・
インテリジェンス研究所）を出版。

慶應義塾大学総合政策学部 教授、アジア開発銀行研究所 フェロー

「2027年への展望 ―日本の針路」

講 師　　寺
テ ラ シ マ

島  実
ジ ツ ロ ウ

郎
多摩大学 学長
（一財）日本総合研究所 会長

第12回　　2027年  1月  7日（木）

「中国・ロシア・イラン・北朝鮮連携（CRINK）の台頭と朝鮮半島地政学の変容」
講 師　　金

キ ム

 　美
ミ ト ク

徳
PROFILE
兵庫県出身。早稲田大学大学院国際経営学修士課程・国際関係学
博士課程修了。（株）三井物産戦略研究所を経て現職。専門は国
際経営学・国際関係学。採択科研「基盤研究C」。文科省大学の
世界展開力強化事業「岡山大・吉林大・成均館大キャンパスアジ
ア」推進コアメンバー歴任。北東アジア学会や現代韓国朝鮮学会
など 4学会や国際インテリジェンス・ネットワークを通じて 38
年間の研究活動。『キャンパスアジア共通教科書 これからの日中
韓経済学』など著書 9冊（共著含）、論文・学会発表 14件、論考・
メディア記事約 300件など。

多摩大学経営情報学部・大学院経営情報学研究科 教授

第 6 回　　2026年 11月 12日（木）

第 8 回　　2026年 11月 26日（木）
「国際市場におけるジャパン・ブランドの行方
 　　　　　～「クール」は本当に刺さる戦略なのか～」

講 師　　宮
ミ ヤ モ ト

本  純
ジ ュ ン ジ

至
PROFILE
1996 年兵庫県神戸市生まれ。慶應義塾大学経済学部卒業、慶應
義塾大学大学院商学研究科修士課程修了、同後期博士課程単位取
得退学。2025年 4月より現職。専門は、消費者行動論、流通論、
グローバル・マーケティング。主な著作に、「消費者の小売チャ
ネル使い分けに関する実証研究」『流通研究』（2025 年、単著）、
“Revisiting “Cool Japan” in Country-of-origin Research: A 
Commentary and Future Research Directions.” Asia Pacifi c 
Journal of Marketing and Logistics （2023年、共著） など。

多摩大学経営情報学部 専任講師

第 9 回　　2026年 12 月  3日（木）

「インフラってなんだろう？その本質・課題と『私たち』」
講 師　　家

イ エ ダ

田  　仁
ヒトシ

PROFILE
1978 年東京大学工学部土木工学科卒業、日本国有鉄道入社。
1984 年東京大学助手、1995 年同教授、2016 年より政策研究
大学院大学教授、2021 年より同特別教授、2026 年より現職。
国土交通省の審議会委員などを歴任、第 108代土木学会長（2020
年度）。専門は、社会基盤学、交通・都市・国土学。

東京大学 名誉教授、政策研究大学院大学 シニアフェロー
事業構想大学院大学 客員教授

第10回　　2026年 12 月 10日（木）
「米国中間選挙とトランプ政権の行方」

講 師　　渡
ワ タ ナ ベ

部  恒
ツ ネ オ

雄
PROFILE
1963年福島県出身。東北大学歯学部卒。1995 年米国ニュースクー
ル大学で政治学修士課程修了。同年、米国 CSIS（戦略国際問題
研究所）に入所。03 年に上級研究員。05 年帰国。三井物産戦
略研究所主任研究員、東京財団上席研究員を経て、16 年10月に
笹川平和財団に移籍。17年10月より上席研究員となり、24 年 4
月より現職。著書に『国際安全保障がわかるブックガイド』（共著、
2024 年、慶應義塾大学出版会）、『NATOを知るための71章』（共
著、2023 年、明石書店）、『防衛外交とは何か』（共編著、2021年、
勁草書房）、『2021年以後の世界秩序』（2020 年、新潮新書）ほか。

第11回　　2026年 12 月 17日（木）
「反バブルの経営者たち
　―井深大、本田宗一郎、武井正直、西村正雄、新田嘉一」

講 師　　佐
サ タ カ

高　  信
マコト

PROFILE
1945 年生まれ。慶應義塾大学法学部卒業。郷里の高校教師、経
済誌の編集長を経て、82年に独立。著書に『逆命利君』、『湛山除名』
（ともに岩波現代文庫）、『石原莞爾その虚飾』（講談社文庫）、『西
郷隆盛伝説』（角川文庫）、『佐高信評伝選』全 7巻（旬報社）、寺
島実郎との対談『この国はどこで間違えたのか』（光文社知恵の
森文庫）ほか多数。

評論家

「歴史の鏡を磨く思考から見えてくるもの」

講 師　　寺
テ ラ シ マ

島  実
ジ ツ ロ ウ

郎
多摩大学 学長
（一財）日本総合研究所 会長

第 7 回　　2026年 11月 19日（木）


